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２年連続の増収、６年連続の増益（単体）

183 
180 

177 

185 

201 

150

175

200

12 13

17

21

27

7 6

9
11

16

0

5

10

15

20

25

30

経常収益の推移 経常利益・当期純利益の推移

（億円） （億円）

3



（単位：百万円）

決算概要

26年3月期 27年3月期 前期比

業務粗利益 14,711 15,259 548

うち資金利益 13,676 14,143 466

うち役務取引等利益 761 972 211

経費 11,287 11,608 321

コア業務純益 3,191 3,754 563

一般貸倒引当金繰入額① △ 267 1,492 1,759

業務純益 3,691 2,159 △ 1,532

臨時損益 △1,524 554 2,078

うち不良債権処理額② 1,389 △ 331 △ 1,721

うち株式等関係損益 △ 8 △ 12 △ 3

経常利益 2,167 2,713 545

当期純利益 1,169 1,616 447

与信関連費用（①＋②） 1,122 1,160 37

損益状況 経常利益・当期純利益
【単体】

・ 資⾦利益、役務取引等利益増え、２年連続の増収・６年連続の増益
・ 当期純利益、前期⽐38.3％増、過去最⾼益更新

（単位：百万円）
【単体】
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預金・預り資産

預金残高推移

9,104

預り資産残高推移

（億円）

8,883

10,180
10,477

※ 預り資産とは、預⾦、譲渡性預⾦、投資信託、公共債
個⼈年⾦保険をいいます。

+127億円
+72.2％

+129億円
+7.0％

+455億円
+6.0％

△ 228億円
△ 90.2％

+711億円
+7.4％

△ 18億円
△ 2.4％

・ 預⾦は順調に増加し、26年3⽉末⽐ 711億円増（+7.4％）
・ 預り資産残⾼（預⾦含む）は、26年3⽉末⽐ 548億円（+4.9％）増加し、1兆1,589億円に

+711億円
+7.4％

（億円）
+548億円

+4.9％

9,518
11,041

+123億円
+30.1％

△ 39億円
△ 35.8％

10,230 11,589
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貸出金

貸出金残高推移 個人ローン残高推移

岡山県内向け貸出比率

7,272

（億円）

（億円）

2,521

6,768

8,064
2,430

2,744

+274億円
+32.3％

+167億円
+5.9％

+165億円
+3.7％

+125億円
+5.2％

+58億円
+18.0％

・ 貸出⾦残⾼は、26年3⽉末⽐ 607億円（+7.5％）増加
・ 個⼈ローン残⾼は、26年3⽉末⽐ 184億円 （+6.7％）増加

+607億円
+7.5％

+184億円
+6.7％

8,671
2,928

6



預貸金利回り・利鞘

各種利回り等の推移（国内業務部門） 各種利鞘等の推移（国内業務部門）

・ 貸出⾦利回りがさらに低下し、利鞘縮⼩

7



有価証券

（単位：百万円）
27年3月末
評価損益

26年3月末

評価損益
26年3月末比

満 期 保 有 ⽬ 的 1,604 174 1,429

⼦会社・関連会社株式 － － －

そ の 他 の 有 価 証 券 5,080 1,458 3,622

株 式 3,093 1,414 1,678

債 券 1,599 △ 108 1,707

そ の 他 387 151 236

合 計 6,685 1,632 5,052

有価証券残高推移

（億円）

2,357

△ 5億円
△ 6.8％

△ 48億円
△17.2％

+ 501億円
+ 39.1％

+ 15億円
+ 30.5％

+ 257億円
+ 120.3％

有価証券評価損益の状況

利回り・修正デュレーションの推移

1,913

・ 有価証券残⾼は、26年3⽉末⽐ 719億円（+37.5％）増

+ 719億円
+ 37.5％2,632

2,128
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自己資本比率

（億円）

自己資本の推移【単体】 自己資本比率・リスクアセットの推移【単体】

（億円）

バーゼルⅢ基準バーゼルⅡ基準

• ⾃⼰資本⽐率は9.44％に（26年3⽉末からバーゼルⅢ＜国内基準＞適⽤）
• 国内基準（4％以上）を⼤きく上回っており、健全性確保

バーゼルⅢ基準バーゼルⅡ基準
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経費・ＯＨＲ

（単位：百万円） 27年
3⽉期

26年
3⽉期前年同期⽐

合 計 11,608 321 11,287

⼈ 件 費 6,125 △ 23 6,149

物 件 費 4,783 180 4,603

税 ⾦ 699 164 534

※ ＯＨＲ＝営業経費／業務粗利益

経費・ＯＨＲの推移 経費の推移

人員推移

（億円）

（⼈）

※ 出向者を除く

112
116

111

1,023991

・ 経費は、倉敷営業部（倉敷本社）新設などにより物件費が増えたことなどから増加

112

1,035 1,032
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不良債権比率、保全・引当状況

不良債権比率の推移

（億円）

270272268

与信関連費用・与信費用比率推移

27年3月末 26年3月末
26年3月末比

保 全 率 87.88 4.22 83.66

引 当 率 60.87 12.21 48.66

保全・引当状況
（単位：％）

※ 与信費⽤⽐率＝（⼀般貸倒引当⾦繰⼊額+不良債権処理額）÷期中貸出⾦平均残⾼
※ 全期間において「償却債権取⽴益」を与信関連費⽤に含めて計上しております。

（百万円）

・ 不良債権⽐率は、26年3⽉末⽐ 0.47ポイント低下し2.85％
・ 保全率（担保・保証等、引当⾦）は、87.88％とさらに上昇

250
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中小企業等向け（※）貸出残高 岡山県内向け貸出残高
（億円） （億円）

※ 資本⾦3億円（ただし、卸売業は1億円、⼩売業、飲⾷業、物品賃 貸業等は
5千万円）以下の会社⼜は常⽤する従業員が300⼈（た だし卸売業、物品
賃貸業等は100⼈、⼩売業、飲⾷業は50⼈）以下の企業および個⼈など

・ 営業⼒パワーアップの成果などで、地元の中⼩企業や個⼈、県内向け貸出が増加中

+293億円
+4.7％

+504億円
+8.0％

中小企業向け・岡山県内向け貸出の推移
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2,744

2,521

・ 個⼈ローン、 26年3⽉末⽐ 184億円（+6.7％）増加

+184億円
+6.7％

2,928

（億円）

個人ローンの推移
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平成２８年３月期 業績予想

（％表⽰は対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
一株当たり
当期純利益

28年3⽉期
（予想）

百万円

20,300
％

0.6
百万円

2,800
％

3.1
百万円

1,700
％

5.1
円 銭

14 78

連結経常収益 連結経常利益 連結当期純利益
一株当たり
当期純利益

28年3⽉期
（予想）

百万円

20,600
％

0.4
百万円

2,800
％

0.3
百万円

1,700
％

2.2
円 銭

14 82

【単体】

【連結】
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2012年度～ 2015年度～ 2018年度～ 2021年度～ 10年後

トマト銀行の経営ビジョン（10年後の姿）

（単体） 2015年３⽉期（実績） 10年後：2025年3⽉期（⽬標）

総 預 ⾦ 残 ⾼ 1兆255億円 1兆4千億円
貸 出 ⾦ 残 ⾼ 8,671億円 1兆1千億円
当 期 純 利 益 16億円 40億円
⾃⼰資本⽐率 9.4％ 10％以上

変革
（ホップ）

進化
（ステップ）

革新
（ジャンプ）

確立

夢をかなえ、地域の未来を創造する銀⾏
中期経営計画

トマトみらい創⽣プラン
〜進化への挑戦〜2018 スタート
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新中期経営計画（平成27年度～29年度）の概要

経営⽬標

（単体） 平成26年度（実績） 平成29年度（⽬標）

コア業務純益 37億円 43億円

当期純利益 16億円 20億円

預⾦残⾼ 1兆230億円 1兆1,300億円

貸出⾦残⾼ 8,671億円 1兆円

事業者貸出先数 8,407先 9,500先

⾃⼰資本⽐率 9.44％ 8％以上

ROE（当期純利益÷純資産） 4.1％ 5％程度

⾦融再⽣法開⽰債権⽐率 2.85％ 2％台 17



営業
時間

重点⽬標：⼆⼤変⾰「営業⼒パワーアップ」

• 業務のワンストップ化
• 効率化
• 迅速化
• 品質向上

営業推進

預り資産販売
顧客管理
融資

格付・⾃⼰査定

※渉外・融資⽀援システム
平成25年3⽉稼働開始

量

質

事務処理

営業戦略～変革から進化へ～
トマト ＭＯＴＴＯ３ プラン

統合
データ
ベース

「ＳＫＹ ＢＡＮＫ※」を活⽤して営業活動を変⾰！

お客さまに徹底的に寄り添い、本業⽀援、最適提案を実践
〜夢をかなえ、地域の未来を創造する銀⾏へ〜

確固たるメイン取引先の増加と地域シェアおよびプレゼンス（存在価値）の向上

中⼩企業向け貸出の増強
全事業性貸出先の徹底管理と総合取引の推進

（採算向上）
成⻑分野や地⽅創⽣への取り組み強化 等

法⼈戦略

個⼈ローン推進強化
相続コンサルティング⼒の強化（№1分野の確⽴）
給振・年⾦先数の増強
若年層取引の強化による⽣涯取引基盤の拡充 等

個⼈戦略

お客さま情報
⼀元化

営業時間・訪問件数を拡⼤
お取引先との信頼関係をさらに強化

お取引先の経営課題、ニーズを
収集・把握し、社内で共有化

トマトみらい創⽣プラン

統合
データ
ベース

地
域
成
⻑
戦
略
応
援
部

相
続
・
事
業
承
継
チ
␗
ム

企
業
サ
ポ
␗
ト
部

地
域
成
⻑
戦
略
応
援
部

仕分け
進捗管理

外
部
提
携
機
関

連携

お
客
さ
ま

営
業
店
・
本
部

課題・ニーズに応じた本業⽀援・最適提案を検討・実施
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企業のライフステージをトータルサポート
真にお役にたてるライフパートナーとして、お取引先のライフステージに徹底的に寄り添い、
経営課題の解決をサポートします！

資⾦調達

第⼆創業

販路拡⼤

販路拡⼤

事業計画
策定

事業承継

Ｍ＆Ａ
後継者
育成

廃業

Ｍ＆Ａ

ﾍﾞﾝﾁｬｰ⽀援ﾃﾞｽｸ
創業・新事業の展開などに関す
るご相談に専⾨家がお応えしま
す。

専⽤融資商品
• トマト創業応援ローン
• トマト・ベンチャーローン

（フォローウィンド）
• トマト知的資産経営⽀援

ローン（価値のきずき）

成⻑分野を強⼒にサポート！
成⻑分野で事業に取り組むお客さま向けの融資商
品や各分野に精通した専⾨担当者によるきめ細か
いサポートを実施

専⾨資格※を有する経験豊富な担当者
が経営課題解決をサポート
※医療経営⼠・介護福祉経営⼠等

医療
介護

海外業務に精通した担当者と提携機関
等が連携し、海外進出をサポート

多様なニーズに専⾨家集団がお応えします！安⼼の創業サポート体制

お
取
引
先

営業店

地域成⻑戦略
応援部

相続・事業承継
チーム

企業ｻﾎﾟｰﾄ部
ご相談

弁理⼠・弁護⼠等
地⽅公共団体
ＪＥＴＲＯ（⽇本
貿易振興機構）
⾏政書⼠会
企業再⽣ファンド
地域活性化⽀援機
構 など

外部専⾨家
外部機関等

⾼度・多様な経営課題に、
最適なソリューションを提供！

連携
実⾏
提案

資⾦繰り
改善財務改善

経営
効率化

成⻑⽀援

創業期 成⻑期

海外
進出

安定期 転換・再⽣期

• ビジネスマッチング
• M＆Aサポートなど

• 補助⾦活⽤ｻﾎﾟｰﾄ
• 産学⾦連携など

• 専⾨家派遣制度
• 企業再⽣ﾌｧﾝﾄﾞなど

• 次世代経営者経営塾
• 6次産業化ﾌｧﾝﾄﾞなど

創業期
新事業

成⻑期

安定期

転換期

再⽣期
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就職

〜20
代

30代 40代 50代 60代 70代
〜

結婚 出産 住宅購⼊ ⼦どもの進学 ⼦どもの結婚 退職 セカンドライフ 相続

個人のライフイベントをトータルサポート
トマト銀⾏は、お客さまの⼀⽣をトータルにサポートするライフパートナーになります。

ふ
や
す

投資信託
デュエットプラン
オープン外貨定期預⾦「Win」

た
め
る

つ
か
う

積⽴式定期預⾦・スーパー積⾦
スーパー定期預⾦・財形預⾦（⼀般・年⾦・住宅）

そ
な
え
る

終⾝保険
個⼈年⾦保険
医療・介護保険・がん保険・学資保険

の
こ
す

退職⾦運⽤向け⾦利優遇サービス「ｾｶﾝﾄﾞﾌﾟﾗｽα」

年齢優遇定期預⾦「円熟世代」
教育資⾦贈与預⾦MOTTOｶｰﾄﾞ ｽﾏｲﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ

か
り
る

マイカーローン
住宅ローン

リフォームローン
教育ローン・カードローン

カードローン「Q-Li(キューリ)」

・・・窓⼝でも、インターネットでもご購⼊いただけます。

・・・「投資信託」と「円定期預⾦」の同時申込みで、定期預⾦の⾦利がお得に。

・・・⽶ドル建ての定期預⾦です。

・・・死亡保障が⼀⽣涯続く保険です。資産形成にもご利⽤いただけます。

・・・⽼後資⾦を計画的に準備するための保険です。

・・・ケガや病気による⼊院・通院・⼿術、教育資⾦に備える保険です。

・・・ＰＣやスマホからもお申込みいただけます。

・・・インターネットで事前審査がお申込みいただけます。

・・・お住まいの増改築・エコ化⼯事等に。

・・・お⼦さまの進学資⾦等にご利⽤いただけます。

セカンドライフ応援ローン・・・お申込みからご契約まで、ご来店が⼀切不要です。 20



ビジネスモデル（本業支援・最適提案）の確立
トマト銀⾏は、個⼈のお客さまにはその⼀⽣を、企業のお客さまには、創業から発展・承継ま
で、トータルにサポートするライフパートナーになります。

30代 50代40代 60代 70代〜20代

教育 ⼦供独⽴ 定年出産結婚就業 相続

貯めたい 増やしたい借りたい 遺したい備えたい

創業期 成⻑期 安定期 転換期

創業・新事業⽀援 成⻑分野⽀援 販路拡⼤⽀援

事業承継⽀援海外進出⽀援Ｍ＆Ａ⽀援

法⼈のお客さま（本業⽀援）
お客さまのライフステージに応じた最適な本業⽀援を実践

個⼈のお客さま（最適提案）
多様な商品・サービスでお客さまの⼀⽣涯を応援します！
特に⾼齢化の進展でニーズが⾼まる相続関連業務を強化

多様なニーズ

確固たるメイン取引先の増加と地域シェアおよびプレゼンス（存在価値）の向上！

営業⽀援システム「SKYBANK」
統合データベース

ニーズ収集・登録
営業店

地域成⻑戦略応援部
企業サポート部

相続・事業承継チーム

地域成⻑戦略応援部
（ニーズ仕分）

外部提携機関

最適な⽀援⽅針を検討
最適なソリューションを

提供

徹底した総合取引の推進により、収益の極⼤化を図る！
21



トマト銀行の行動指針

地域活性化のコーディネーター

お客さまが困った時応援する
⾯倒⾒のよい銀⾏

全員精鋭主義

22
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岡山県との包括提携
平成26年8⽉ 地域の発展を⽬的に岡⼭県と提携

平成26年8⽉ 企業⽴地特別融資制度（総枠200億円）新設
平成26年10⽉ 災害時協⼒協定締結
平成26年12⽉ もんげー岡⼭！定期預⾦の取り扱い

24



もんげー岡山！定期預金の取り扱い

お預⼊総額が512億円となり、30万円（お預⼊総額の
0.05％、上限30万円）を5⽉27⽇ 図書購⼊費として岡⼭
県⽴図書館に贈呈させていただきました。

25



地方創生支援の取り組み

26

県
・
市
町
村

トマト銀行

営業店

地方創生窓口
• 担当⾃治体から情報収集し、

デスクに報告
• ⾃治体からの⽀援要請をデス

クに報告
• ⽀援⽅針に基づき⾃治体を

⽀援

地⽅創⽣推進担当
（全⽀店⻑）

• 取引先などから関連情報を収
集、デスクと共有

情報収集
⽀援実施

相談
協⼒要請 総合戦略策定状

況報告
⽀援要請への
対応協議

アドバイス
⽀援⽅針指⽰
営業店⽀援
情報提供

情報の提供・共有

コンサルティング機能発揮 提案・情報収集

相談・協⼒要請

本部

地方創生支援デスク
• 創⽣窓⼝より⾃治体版総合

戦略の策定・推進状況につ
いての情報収集・アドバイス

• ⾃治体からの⽀援要請に対
する対応⽅針の策定

• 営業店の⾃治体⽀援のバッ
クアップ

• ⾃治体⽀援状況などの取り
まとめ



創業・知的資産経営支援の取り組み

27
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トマト銀行のプロフィール
本 社 所 在 地 岡⼭県岡⼭市北区番町2丁⽬3番4号
設 ⽴ 年 ⽉ ⽇ 昭和6年11⽉9⽇
資 本 ⾦ 143億1千万円
総 資 産 1兆1,926億円
預 り 資 産 残 ⾼ 1兆1,589億円（うち預⾦残⾼ 1兆230億円）
貸 出 ⾦ 残 ⾼ 8,671億円
従 業 員 数 1,076名（嘱託・パート社員を含む）
店 舗 数 61ヵ店、住宅ローンセンター 2ヵ所、ビジネスサポートプラザ 1ヵ所
上 場 取 引 所 東証⼀部（証券コード 8542）

※ 計数は単体、平成27年３⽉末時点

29



トマト銀行のあゆみ
1931年 昭和 6年11⽉ 岡⼭県倉敷市で創業

1951年 昭和26年10⽉ 三和相互銀⾏に社名変更

1969年 昭和44年 4⽉ ⼭陽相互銀⾏に社名変更
1987年 昭和62年10⽉ ⼤阪証券取引所、広島証券取引所に上場
1989年 平成 元年 4⽉ トマト銀⾏に社名変更、普通銀⾏に転換
2000年 平成12年 3⽉ 東京証券取引所第⼀部に上場
2011年 平成23年11⽉ 創⽴80周年
2014年 平成26年7⽉ 創業の地に倉敷営業部（倉敷本社）新設
2014年 平成26年 9⽉ 預⾦残⾼ 1兆円突破

2015年 平成27年４⽉ 新中期経営計画「トマトみらい創⽣プラン〜進化への
挑戦〜2018」スタート

30



トマト銀行の店舗ネットワーク

その他の
拠点

住宅ローンセンター（岡⼭、倉敷） 2ヵ所
ビジネスサポートプラザ 1ヵ所
ＡＴＭ設置台数 201台

インターネットももたろう
⽀店

広島県内
1ヵ店
（福⼭）

岡⼭県内

53ヵ店

兵庫県内
4ヵ店

（⾚穂、⿓野、姫路、神⼾）
⼤阪府内

1ヵ店
（⼤阪）

東京都内
1ヵ店

（千代⽥区鍛冶町）

5都府県に61ヵ店を展開、地元岡⼭県内に53ヵ店を集中配置
平成22年3⽉、中国地⽅の地銀で初のインターネットももたろう⽀店開設

31※平成27年３⽉末時点



本資料に関する照会先

株式会社トマト銀⾏ 経営企画部
Tel：086-800-1830
Fax：086-224-0207

本資料には、将来の業績に関する記述が含まれております。こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクと不確実性を内
包するものです。
将来の業績は、経営環境の変化等により、⽬標対⽐等異なる可能性があることにご注意ください。
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